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教訓４
困難時の忍耐

私達は預言者ムハンマド[image: image1.png]&)



の聖還から3つの教訓を学びました。1つ目は、イスラームとは、アッラー[image: image2.emf]

が誰にでも授ける事ができる素晴らしい贈物であるという事を、あなた達の心に感じる事です。これは預言者[image: image3.png]&)



と教友達が、この神託を私達のために維持するために耐えた、大いなる困難により証明されました。
2つ目の教訓はイスラームの普遍的訴えです。聖還からのこの証明は、もしイスラームがマッカの人々のためだけであったならば、預言者[image: image4.png]&)



は彼の神託を固めるための町として、マディーナを選ばれなかったでしょうし、周辺国家の人々をイスラームへ呼び掛けるために、教友達をマディーナから外へ送らなかったでしょう。
3つ目の教訓として、アッラー[image: image5.emf]

への信頼の迫真性について話しました。アッラー[image: image6.emf]

のみを信頼する事は、私達の自由になる全ての正当な富と方法を使って自身に役立てるべきではないと言う事を意味していないと、私達は説明しました。もしアッラー[image: image7.emf]

が私達を助けようと望まれたならば、彼の創造物への慣行は、私達が行動できるように必要なものを与えられる事です。私達のために彼が与えて下さった富と方法を役立て、それらに感謝する事は、私達の義務です。アッラー[image: image8.emf]

への信頼は心の動きであり、四肢を使う事は体の動きです。共同してそれらは、お互いに補足し合います。
4つ目の教訓は、困難な時に忍耐する事と関係があります。アッラー[image: image9.emf]

の慣行の一つ、彼が創造物に行う方法の一つは、私達を試される事です。アッラー[image: image10.emf]

がこの命を与えられたのは、私達を試し、もし私達がその試みに受かったならば、私達に報奨して下さるためであると私達は信じます。；1. 大権を掌握なされる方に祝福あれ。本当にかれは凡てのことに全能であられる。2. （かれは）死と生を創られた方である。それは，あなたがたの中誰の行いが優れているのかを試みられるためで，かれは偉力ならびなく寛容であられる。；大権章(アル･ムルク)67:1-2　；155. われは，恐れや飢え，と共に財産や生命，（あなたがたの労苦の）果実の損失で，必ずあなたがたを試みる。だが耐え忍ぶ者には吉報を伝えなさい。156. 災難に遭うと，「本当にわたしたちは，アッラーのもの。かれの御許にわたしたちは帰ります。」と言う者，157. このような者の上にこそ主からの祝福と御恵みは下り，またかれらは，正しく導かれる。；雌牛章(アル･バカラ)2:155-157　；186. あなたがたは，財産や生活などに就いて必ず試みにあう。そしてあなたがた以前に啓典を下された者からも，多神教徒からも，多くの悪ロを聞かされるであろう。だがあなたがたが耐え忍んで主を畏れるならば，本当にそれは，物事を決断し成し遂げることになる。；イムラーン家章(アーリ･イムラーン)3:186

もしアッラー[image: image11.emf]

が信者へ試練を与えられても、それは彼がその人に対して怒られている事を意味しません。もしかしたら、彼が更に感謝するように、主から彼が受け取った全ての贈物を彼に思い起こさせようとしているのかもしれません。例えば、人が病気を罹った時、その人は健康という贈物に気が付きます。またもしかしたら、アッラー[image: image12.emf]

は彼に更に素晴らしい報奨を授けるために、彼の地位を上げようとされているのかもしれません。もしかしたら、誰が誠実で誰が嘘つきであるか見せるために、彼らの一人を試す事によって、アッラー[image: image13.emf]

は他の信者達に教訓を与えられようとされているのかもしれません。なぜなら主は、一部の人々が世俗的利益を得るためだけに、崇拝行為をしていると知っておられるからです。；11. また人びとの中に偏見をもって，アッラーに仕える者がある。かれらは幸運がくれば，それに満足している。だが試練がかれらに降りかかると，顔を背ける。かれらは現世と来世とを失うものである。これは明白な損失である。；巡礼章(アル･ハッジ)22:11
預言者[image: image14.png]&)



と教友達は、忍耐についての完全な模範を私達に残されました。なぜならマッカでの多くの迫害にも関わらず、彼らは忍耐を維持したからです。
1

